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地
元

ヘ
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
見
極
め
重
要
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、

調
査
に
協

力
し
た
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共

政
策
研
究
科
の
出
内
直
人
教
授

（
公

共
経
済
学
）
に
分
析
し

て
も
ら

っ

た
。東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
支
援

し
た
団
体
が
４
分
の
３
。

被
災
地
外

で
の
後
方
支
援
は
４
分
の
１
。

現
在

も
被
災
地
支
援
を
継
続
し
て
い
る
団

体
が
７
割
を
超
え
て
い
る
。

普
段
の

活
動
が

「災
害
救
援
」
と
い
う
団
体

は
２
割
足
ら
ず
で
、

福
祉
、

ま
ち
づ

く
り
、

国
際
協
力
な
ど
の
分
野
の
団

体
が
震
災
復
興
に
関
わ

っ
て
き
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、

予
想
以
上
の
数
字

だ
。活

動
場
所
を
選
ん
だ
理
由
と
し

て
、

現
地
か
ら
の
依
頼
や
行
政
か
ら

の
紹
介
よ
り
、

何
ら
か
の
縁
を
挙
げ

た
団
体
が
多
か

っ
た
。

主
な
活
動
地

域
で
最
も
多
か

っ
た
の
は
富
城
県
。

交
通
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
よ
か

っ
た

こ
と
に
加
え
、

連
携
可
能
な
団
体
が

す
で
に
あ

っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

自
由
回
答
欄
を
み
る
と
、

「阪
神

大
震
災
で
の
経
験
を
生
か
せ
て
い
な

い
」

「広
範
囲
で
力
量
不
足
と
感
じ

た
」
と
い

っ
た
声
が
数
多
く
あ

っ

た
。今

年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
施
行
さ
れ
て

・５
年
。

阪
神
の
と
き
に
活
躍
し
た
団

体
の
多
く
は
法
人
格
を
持

っ
て
い
な

か

っ
た
が
、

東
日
本
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
支
援
活
動
の
中
心
を
担

っ
て

お
り
、

法
制

。
税
制
面
で
は
格
段
に

進
歩
し
た
と
い
え
る
。

た
だ
、

阪
神
は
比
較
的
狭
い
範
囲

の
都
市
型
災
害
だ

っ
た
た
め
、

津

波
、

広
域
、

原
発
被
害
、

県
外

へ
の

長
期
避
難
者

へ
の
対
応
と
い

っ
た
新

た
な
需
要
に
は
、

阪
神
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
す
に
も
限
界
が
あ

っ
た
と
思

アつ
。
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]今
後
の
支
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継
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は
、

活
動
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、

災
害
救
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目
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な
い
団
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は
、
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つ
被
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撤
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地
元
の
人
中
心
の

一端
翔
発
靖
チ っ
束
禁
佐
肺
洵

貯
跡
”
脳

・
大
切
に
な
る
だ
ろ
う
。
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「東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

が
遠
く
、

通
い
続
け
る
の
が
難

し
い
」

「現
地
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

（
受
け
入
れ
先
）
を
見

つ
け
に
く
い
」
―
―
。

阪
神
大

震
災
を
経
験
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
対
象
に
朝
日
新
聞
社
が
ア
ン

ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、

こ
ん
な

悩
み
を
抱
え
て
い
た

。
約
７
割

が
被
災
地

へ
の
支
援
を
続
け
て

い
る
が
、

広
範
囲
で
、

津
波
や

原
発
事
故
も
起
き
た
複
合
災
害

の
た
め
、

阪
神
大
震
災
の
経
験

が
十
分
に
生
か
せ
ず
、

苦
闘
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

▼
２３

・
２９
面
に
特
集
、

３５
面
に

連
載調

査
は
、

東
日
本
大
震
災
で

支
援
を
す
る
兵
庫
県
内
の
団
体

や
阪
神
大
震
災
を
契
機
に
で
き

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ヘ
の
参
加
団

体
な
ど
を
対
象
に
、

大
阪
大
学

大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科

の
山
内
直
人
教
授

（
公
共
経
済

学
）
の
協
力
を
得
て
実
施
。

専

用
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
て

５４
団
体
か
ら
回
答
を
得
た
。

回

答
し
た
全
て
の
団
体
が
東
日
本

大
震
災
で
支
援
活
動
を
行
い
、

被
災
地
に
行

っ
て
支
援
を
し
た

の
が
４０
団
体
、

被
災
地
外
で
支

援
を
し
た
の
は
１４
団
体
だ

っ

た
。

ま
た
、

計
３９
団
体
が
支
援

を
継
続
し
て
い
る
と
答
え
た
。

支
援
の
課
題
で
は
、

「被
災
地

が
遠
く
、

継
続
的
に
通
う
こ
と

が
困
難
」
と
答
え
た
の
が
２２
団

体
と
４
割
を
占
め
た
。

「被
災
地

に
適
切
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

が
な
い

。
少
な
い
」
も
７
団
体

あ

っ
た
。

被
災
地
の
団
体
と
協

力
し
よ
う
と
し
た
が
、

思
う
よ

う
に
い
か
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

自
由
回
答
で
は
、

被
災
地
で

の
人
材
育
成
の
必
要
性
を
指
摘

す
る
回
答
の
ほ
か
、

「阪
神
で
の

経
験
に
頼
り
す
ぎ
る
と
東
日
本

の
被
災
地
の
地
域
特
性
や
時
代

を
見
誤

っ
て
し
ま
う
」
と
の
自

戒
の
声
も
。

「
で
き
る
限
り
の
こ

と
は
し
た
が
、

全
て
の
エ
ー
ズ

に
対
応
で
き
て
い
な
い
」

（
岩

手
、

宮
城
、

福
島
の
３
県
で
支

援
す
る
団
体
）
な
ど
力
量
不
足

を
反
省
す
る
声
も
あ
っ
た
。

一
方
、

「被
災
者
の
方
々
が

一万
気
に
な

っ
た
」

「現
地
に
住

民
主
体
の
団
体
が
立
ち
上
が

っ

た
」
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
実

感
で
き
た
と
す
る
団
体
も
あ

っ

た
。

　
　

盆
寒
陽
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、

藤
生
明
）


